
すが、賀川が関東大震災の救援活動に来

た時に目の当たりにした光景がまだま

だ生々しい中で書かれています。当時世

間では、あの震災が天からの罰だといわ

れている（天譴論）中で、そうではない

ということを旧約聖書のヨブ記のヨブ

の生き方を通して訴えています。旧仮名

遣いで読むのが大変ですが、大変読み応

えがあり、みんなで読む楽しさと賀川豊

彦という人が大変物知りで勉強家だっ

たということがわかります。この会は興

味がある方はどなたでも参加できます。

主に第3木曜日の午後7時から一時間弱

です。 

 事業を進めていくうえで、創始者の思

い、また創立時のことに思いを馳せるこ

とは大事なことだと思っています。創始

者がそこで何を願って始めたのか、そこ

から何をしたかったのかを学ぶことで、

これから進むべき道が示されると思っ

ています。今もその志を継いで事業が行

われている本所賀川記念館、東駒形教

会、光の園保育学校そして中ノ郷信用組

合等々、創始者の思いを受け継ぎ、現在

的なニーズを探りながら、使命を果たし

たいと願っています。また、日々、ここ

に通ってくる子どもたちの育ちが大き

くなった時、誇りと自信が持てることを

願っています。 

 

        記 念 館 だ よ り 
                         2023 年 10 月

 
本所賀川記念館の大事な働きの一つ

に「賀川研究会」があります。1975 年 6

月から始まり、50 年近く毎月 1 回行われ

てきています。賀川豊彦の著作や賀川豊

彦に関するものを読んでいます。賀川研

究会のことは、毎年発行している「賀川

豊彦研究」という本に載せています。蛇

足ですが、併せて雲柱社（光の園保育学

校等）と東駒形教会と記念館で行ってい

る合同研修会の講演や参加者のレポー

ト等も掲載されています。興味のある方

は是非読んでください。 

 ここ数年は関東大震災100年のことを

十分に覚えて学びをしてきています。例

えば 4月「下町のセツルメント活動の歴

史」布施英雄氏（2010 年 9 月合同研修会よ

り）、5月「地域から考える 在日朝鮮人

史と教会史－関東大震災から100年をお

ぼえて－」金耿昊氏、（『福音と世界』2023

年 4 月から）、6 月「賀川豊彦と関東大震

災」戒能信生氏、（2011 年 11 月）、7 月「信

仰を持たない者の側から 何ができる

か」大江健三郎氏、（1989 年 7 月）、そし

て 9月から 3回に分けて、賀川豊彦著の

「苦難に対する態度－苦難の人ヨブを

中心として－」を読み始めました。『賀

川豊彦全集』第2巻に収められています。

この作品は 1924 年 2 月に書かれたもの

です。あの震災から約半年が経っていま

「賀川研究会について」                加藤 輝勢子 
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